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「Die Kindheit in Kobe　神戸の幼年時代」という
DVDも上映されました。これは、震災時に胎児か乳児
だった子ども（撮影時10歳）にインタビューした映像
です。当時、胎児か乳児だった子どもは震災の記憶を
語ることができるでしょうか。ふつうは不可能だと思
います。しかし、彼らは、親や大人から教えられたこと
を自分の記憶として語ります。この映像は、ビジター
に過去と現在の関係を考えさせ、過去にアクチュアル
に関係するとはどういうことかを考えてもらうこと
をめざしています。
　博物館は体験を伝承するためのたいへん重要な施
設の一つです。博物館はその際にさまざまな遺物を使
います。しかし遺物はモノです。モノは語りません。そ
の際に博物館がなにを重要視しなければいけないか
というと、人びとがどのようにアクティブに関わるこ
とができるのか、モノに対して現在のわれわれがどう
関わるかという方法を、さまざまに開発しなければい
けないと思います。そのような方法を今日みなさまと
議論できればよいですし、今後もいっしょに考えてい
ければと思っています。
資料7-7　アクチュアルな展示の例①「棚へ」 資料7-8　アクチュアルな展示の例②「声と文字のあいだ」
